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４．３ イデアのひろば 

 

 博覧会の理念と成果の継承の核となる場として位置づけられた「イデアのひろば」にお

ける展開内容を以下に整理する。（「イデアのひろば基本計画」より） 

 

①展開内容 

                    ◆配置ゾーン                   

 

交 流   ・国際、地域、県民による交流を促

進する 

      ・多様な体験交流の場を通じて子ど

もたちの社会性を養う 

環 境   ・生命の大切さを学ぶ環境学習の場

とする 

・持続可能な地域形成のシンボルと

なる整備・管理運営を行う  

博覧会開催 ・博覧会の感動・記憶を呼び起こす

を記念    市民同士の交流や展示、体験を行

う 

   ・博覧会を世界の人々と共有した歴

史を残すと共に活かし、未来につ

なげる

市民参加  ・地域の人々(県民、企業、大学、

行政などを含む)と共に創り、成

長する公園づくりを行う 

 

テーマゾーン 
 

(継承と発展) 
 

・交流・環境をテーマに博覧会
の理念と成果を楽しく発展さ
せていくゾーン 

 
記念ゾーン 

 
(記憶と記録) 

 
・博覧会開催を記念し、記憶
を刻むゾーン 

 

     ◆前提                    ◆展開の方針            
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●公園内の隣接ゾーン、公園周辺の各種施設・将

来計画との連携 
（園内）・「みんなのひろば（大芝生広場）」での

イベント連携 
    ・「フィールドセンター」、「児童総合セ

ンター」等の公園施設との連携 
（園外）・近隣の大学（県芸大、県大等）や農業

総合試験場等、既存各種施設との連携

    ・海上の森、長久手田園バレー事業、科

学技術交流センター（仮称）等、周辺

の将来計画との連携  

※1： ロハス（ＬＯＨＡＳ）  

【Ｌｉｆｅｓｔｙｌｅｓ ｏｆ Ｈｅａｌｔｈ ａｎｄ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ】  

健康で持続可能なライフスタイル 

                     ◆テーマと展開内容                   
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②地球市民交流センター 

 

1）基本コンセプト 

●環境をつなぐデザイン             

 ・外部と内部が緩やかに繋がれた明るく開かれた空間 

 ・周辺丘陵地形のアンジュレーションに溶け込む曲線形状 

 ・自然の風や熱（気温）などの変化や動きを活用 

 

 

 

 

 

 

 

 
・周囲の要素（機能、植栽、施設、人の動線等）       ・交流の核となるスペースを 

   に接しながら、それらを接合                中心に各種機能を配置 

●大きくてシンプルでロングライフ 

 ・機能にしばられず、多用途な空間構成 

 ・周囲の景観や環境、施設と調和するシンプルな形状と構造 

 ●市場、様々な分野の交流や教育の場として活用  

●ダイアローグ広場をくみこんだラウンジ 

・市民交流・活動のメインステージとなるラウンジ 

●木の内部空間 

  ・内装は仕切りを少なく、積極的に木材を使用、木製家具の活用 

●風と森を利用した環境制御としての覆い、博覧会の成果等の展開としてのシステムを

検討 

 ・ソーラーチムニーによる重力換気と森の冷気を引き込んだクールチューブ 

・グロ－バルル－プ状の通路と薄層緑化 

・壁面緑化、屋上緑化やミストのアプロ－チ 

・自然光を取り込む天窓 

 ・バイオマスの暖炉空間  

 ・ソーラー発電 

・透明太陽電池膜のシェルタ－ 

 ・透水型舗装 

●市民参加によるデザイン 

 ・市民のデザイン参加 

・ＮＰＯなどの活動成果を応用した仕上げ材、家具等 
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2）配置計画 

・グローバルループの外形を持つダイアローグ広場を中央に配置し、体育館は南東に配置

する。 

・市民参加・交流活動機能としてダイアローグ広場、体験学習施設を導入する。 

・建物周辺の屋外空間に交流スペースとなる小広場を設ける。建物東側のスペースはバー

ベキューなどもできる「食の広場」、南側スペースは休憩の場となる「憩いの広場」と

する。 
 

■建築面積：概ね 10000ｍ2（室内部は 4000ｍ2 程度） 

■構造   ：ＲＣ造またはＳＲＣ造、平屋建て 

 

■全体図 

 
 

凡  例 

 室内部 

 屋根付部（半屋外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■断面図 

断面図位置 

○スポーツエリア

○交流エリア

・ロッカー・シャワー

・トレーニングルーム

・体育館

・多目的室

・体験学習施設

・ダイアローグ広場

○管理エリア

屋内施設一覧表

○スポーツエリア

○交流エリア

・ロッカー・シャワー

・トレーニングルーム

・体育館

・多目的室

・体験学習施設

・ダイアローグ広場

○管理エリア

屋内施設一覧表

森からの風 

階段
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3）センター内のイメージ 

  

【ダイアローグ広場周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展示空間】                             【体験学習施設と工房】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【屋上部】

パネル展示 
（博覧会時の楽しい 
思い出風景等） 

 

美術品展示 

 

和室（華道、茶道、書道） 

トップライト 

会議室 

工房 

体験学習施設 

広場 
（環境についての講演会等） 

休憩所 体育館 
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■環境技術のメニュー例 
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③フレンドシップ広場 

1）フレンドシップ広場」の位置づけ 

・市民参加を原動力に世界中の人々との交流が展開された博覧会の象徴的事業であった

「一市町村一国フレンドシップ事業」を後世に伝える。 

・「一市町村一国フレンドシップ事業」が博覧会を盛り上げ、草の根交流を推進した象徴

的な事業であることをふまえ、広場のデザインテーマを「一市町村一国フレンドシッ

プ事業」とし、市民参加によりみんなで創り上げる。 

2）機能 

・記念公園としての象徴機能 

・市民等、多様な主体の参加の場としての機能 

3）構成 

・現況の斜面を活用した樹林地と広場・園路で構成 

○樹林地 

・記念ゾーンの既存樹林地から東部の既存樹林地へ連続する樹林帯を整備することによ

り、公園全体の緑のつながりを確保し、大芝生広場を緑で囲む 

○広場、園路 

・樹林地内を楽しみながら散策できる園路や、休憩や屋外ワークショップに利用できる

小広場を整備 

・小広場は、一市町村一国フレンドシップ事業を象徴する空間として計画趣旨を踏まえ

たデザイン、環境に配慮した素材を採用 

・園路はユニバーサル勾配に配慮し斜面に沿って配置 

■断面図 

 

 

 

 

 

 

 

4）整備手法 

・デザイナー、専門家の参加・指導等による芸術性の高い 

デザインとする 

・広場、樹林地とも市民参加で時間をかけてつくり上げる 

・樹林整備は、ボランティアの参加のもと、公園内既存樹林 

であるモンゴリナラ等を実生からも育成 

 

植樹イベント 

5）利用計画 

・市民参加型でさまざまなイベント等を、地球市民交流センタ 

ーや大芝生広場と連携して開催 
 

 

 

小広場 

幹線園路 

(現況斜面を活用し整備、一部若干の造成) 

近隣の大学や NPO との連携による交流・
環境関連のプログラム 
長久手会場例（当公園のもりのゾーン）





 
Ⅳ.整備内容 

68 

⑤展示・情報発信機能の方向性 

テーマゾ－ン（地球市民交流センター、フレンドシップ広場）での展示・情報発信機能

は、ＮＰＯなどの活動・交流の場において果たされるものと併せて、公園管理者が果たす

常設の骨格的な展示・情報発信機能を配置する必要がある。テーマゾーン全体としての展

示・情報発信機能の方向性は以下のとおりである。 

 

見て、参加して、楽しく、遊び、学び、交流する場として整備する 

  

●市民（市民・ＮＰＯ・大学・企業・各種研究機関）の交流・情報交換の場 
       ◇持続可能な地球環境に関する市民の意見発表、情報交換の場 
    ◇市民・ＮＰＯ・大学・企業・各種研究機関の連携による各種交流イベント開催 

●地球環境を楽しく学ぶ場、地球環境のための活動の場 
    ◇来園者がいつ来ても楽しめる常設の骨格的展示 

◇ワークショップ等、市民活動の場 

●公園情報の記録、発信 
   ◇公園内やその周辺の様々な資源についての情報の記録、発信 
   ◇市民・ＮＰＯ・企業・各種研究機関による活動の記録、発信 

   ◇博覧会の記録展示や継承事業などについての情報の記録、発信 

 

  また、公園管理者が展開する常設の骨格的な展示・情報発信の構成としては、テーマ

から導かれる以下の内容を基本とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ】 

 
 
◆国際交流 
 
 
◆地球を愛す
る・知る 
 
 
◆健康と環境
に配慮した
生活 
 
 
◆自然・生命の
力に学ぶ、創
造する 

地球環境技術 
・自然のしくみを活用した環境負荷軽減技術の説明、展示、情報発信 

・新エネルギーに関する展示、情報発信 

・大学や企業等と連携し、先進環境技術を展示の場を提供 

・建物で採用した環境技術の実物展示 

地球環境と暮らし 
・地球環境問題が私たちの暮らしと密接に繋がっていることをわかり

やすく発信 

・ＬＯＨＡＳ※1の視点で、生活様式の提案などの情報発信 

持続可能な社会構築の世界での取組み、異文化の相互理解とコ
ミュニケーション 
・各種ＮＰＯとの連携、協力のもと、世界の様々な団体等とネットワー

クを形成し、足元の情報を発信、継承、記録、展示 

・モニターパネルで海外と交流するなど異文化の相互理解の視点での情

報発信 

地域情報の蓄積・発信・継承 
・もりのゾーンなど園内の自然環境情報を発信、継承、記録、展示 

・海上地区とのネットワークになどにより地域の自然環境情報を発信 

・周辺地域の観光資源等の紹介、情報発信 

      【展開のしかけ】 

●アートとしての展示・情報発信 

●環境に対する理解の深化を図るインタープリテーション※2展示 

●モリゾー・キッコロの活用※3 

※1  ＬＯＨＡＳ: 【Ｌｉｆｅｓｔｙｌｅｓ ｏｆ Ｈｅａｌｔｈ ａｎｄ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ】 健康で持続可能なライフスタイル 

※2  インタープリテーション：参加者自身の興味を刺激し、関心を引き出し、わかりやすく、楽しく解説するための方法 

※3  モリコロの使用は、愛・地球博の理念との整合性や継承・発展に資するとして財団法人２００５年日本国際博覧会協

会が認めたものに限るとされている。(青少年等への環境学習プログラム、愛・地球博の開催を記念する事業など) 
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アート展示イメ－ジ 

 

○地球規模の情報を身近に伝える 

地球儀ア－ト 

（作者：インゴ・ギュンダ－ 

<ドイツ>） 

 

 

 

 

平均寿命  テレビ所有   酸性雨  チェルノブイリの雲 

○彫刻や壁画などによる常設アート展示    ○人々の交流をテーマとした展示 

・植物や昆虫などをテーマに展開        ・フレンドシップ事業の継承 

・世界の人々と交流できる映像パネルの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

インタ－プリテ－ション展示イメ－ジ 

 

○地球環境を学ぶ展示（東京ガス：環境エネルギー館） 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 ○食を通じての楽しい環境学習、展示（東京ガス：環境エネルギー館）                

 

 

 

 

 

 

 

 

・葉っぱと光合成工場 
～私たちの吐いている息は、いったいどうなるの？ 

・排泄物の循環  

～動物のうんちの模型の展示 

・食材はどの国から来るかを学ぶ展示 ・人の出すゴミの重さを体験 

世界中にカメラとモニタを設置し、カメラを
覗いた人々の顔が、モニタやプロジェクショ
ンで映し出される  （ザン・ガ<中国>） エデン・プロジェクト<イギリス> 
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モリゾ－・キッコロの活用展開イメ－ジ 

 

○展示内容や関連イベント・ＷＳ 

への活用、展示ナビゲーター                    

   例）モリコロの森体験展示、 

 モリコロに変身ＷＳ 等   

 

  

 

 

 

 
 

○「自然の叡智」を楽し
く伝えていくインタ
プリタ－の配置 
 

○自然エネルギーを活用した技術を紹介   

（ＣＡＴ※ <イギリス>） 

※The Centre for Alternative Technology 
<オランダ>

地域情報の展示イメージ 

 ○グリーンマップ作成 

・グリーンマップとは、それぞれの都市の自然や環境関連

のポイントを、地域の人たちが自らの足で歩いて探し、

世界共通のアイコン（絵文字）を使って作成する環境マ

ップのこと。 
・愛・地球博の瀬戸愛知県館で全県版のグリーンマップを

展示するプロジェクトを展開。 
・県民参加、まちづくりや環境教育のツールとして最適。 

 瀬戸愛知県館のグリーンマップ 

風力エネルギーの活用 
：ＣＡＴ 

○モリゾー・キッコロの紹介

コーナー 

例）モリコロコーナー、 

モリコロの世界 等 

○商品、グッズ販売 

○日常生活が環境に与える影響を学ぶ展示（埼玉県環境科学国際センター） 

・売場型展示で食材について学ぶ   ・自動車が排出するＣＯ２体験 ・レジ型展示で製品リサイクル 

を学ぶ 

みんなで地球環境に
ついて考えよう！ 
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⑥イデアのひろば周辺基本計画図 

 

■基本計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

① 施設名称 
凡例

137 計画高 

イデアのひろば イデアのひろば周辺施設 

① 地球市民交流センター ⑦ テニスコート 

② フレンドシップ広場 ⑧ 多目的球技場 

③ 愛・地球博記念館 ⑨ 北駐車場 

④ 博覧会記念樹の森 ⑩ 北エントランス広場 

⑤ 食の広場 ⑪ 温水プール・アイススケート場 

⑥ 憩いの広場 ⑫ 大芝生広場・お花畑 

① 

 ② 

 ③ 

 ④ 

 ⑤ 

 ⑥ 

 ⑦ 

 ⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

 ⑫ 

128 

120 

136 

138 

137 

137 

146 

136 

131 

131 

119 

愛・地球博記念公園駅 
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４．４ 主なひろばの整備イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花の広場  花や緑のまちづくり推進に役立つ緑化技術や、花を生活に取り入れるラ

イフスタイル提案の場。県民花づくり花壇や、バイオラング技術を活用し

た垂直花壇、壁面緑化した休憩所を配置。 

大芝生広場・お花畑  大勢の人が参加・交流できる多様なイベントに対応する

広く開放的な空間。県民参加イベント・プログラムの主

会場として多目的に活用。 
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あいちアートスクエア  公園の歴史を活かした彫刻やアート作品を配し、瓦などの

県産材を活用し修景する広場。  

西エントランス広場  こいの池や周辺の樹林からなる地形と温水プール・アイススケ

ート場などで構成される背景に、水や風の流れをイメージし修

景する空間。様々な交流スペースにも利用できる公園西口の

エントランス空間。 



 
Ⅳ.整備内容 

74 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャンプ場      学校教育等の団体向け施設。 
ディキャンプ等のアウトドアレクリエーション空間。 

イデアのひろば  博覧会の理念と成果を引き継いだテーマ（環境、交流）を展開するゾ

ーン。市民参加・交流活動拠点となる地球市民交流センターやフレ

ンドシップ広場、愛・地球博記念館を配置。
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４．５ 県民と行政とのパ－トナ－シップによる公園整備と管理運営 

 

県民と行政とのパートナーシップによる公園整備と管理運営についての具体的な展開内

容は下記のとおりとする。 

 

①公園マネジメント会議 

本公園に地域の人々や企業、ＮＰＯ、大学等が効果的に関われるよう各々の役割を考慮

し、県民が互いに関係しながらみんなで公園を育てていく管理運営を進めていくため、県

民と行政とのパートナーシップにより構成した「公園マネジメント会議」を設置する。マ

ネジメント会議の詳細については、今後、公園の段階的な供用とあわせて具体化するもの

であるが、ここでは、その基本構成イメージについて整理する。 

1）設置目的 

・愛・地球博記念公園の公園管理運営に関わる関係者が、県民参加型の公園管理運営につ

いて協議、実践していく会議。 

2）会議の所掌事務 

・県民参加の具体的内容の検討と実践 

（施設づくり、ソフト企画、ソフト運営管理、維持管理） 

・公園管理運営 

3）構成者とその役割 

・構成者とその役割について下図に整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター

による調整 

企 業 

ボランティ
ア団体 

ＮＰＯ 

大学
研究機関

指定 
管理者 

行政 
（愛知県） 

県民 

●公園と連携・協力・活用 
 ・技術・情報・資金面協力 
 ・特色ある研究、教育カリキュラム 

  のフィールドとして活用・連携 

●公園管理
・法令に基づく管理 
・組織、予算体制等の管理 
・整備、改修 
・関係各課の連携・調整 

  ●公園運営への参加 
          ・各種プログラム、 
            イベント計画運営 

              ・公園維持管理     

●公園管理受託 

 ・運営管理 
 ・維持管理、改修 

 ・公園情報発信 

具体的内容 ・青文字 

役割 

構成者名 

●赤文字 

 

凡   例 

公園マネジメント会議

 ■公園マネジメント会議の構成者とその役割 
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4）公園管理運営上における官民の役割分担イメージ 

・公園管理運営は、大きく「管理」「利用」「整備」の 3つに分類（公園管理ガイドブック）

される。マネジメント会議推進にあたっては、県民と行政とのパートナーシップによる

管理運営の有効性と限界性を考慮した上での構成者の役割と行政の責任範囲の明確化が

重要となる。 

・本公園での役割分担イメージとしては、「管理」・「整備」にかかわる範囲では行政を軸と

し、「利用」に関わる範囲においては、県民と行政とのパートナーシップによる展開を軸

として設定する。 

 

■官民の役割分担イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5）体制モデル 

●全体会と分科会による運営 

・公園マネジメント会議は、行政、県民、企業、大学等、多種多様な人々により構成され

る上、公園のマネジメントの要素は多分野に渡る。従って、県民主体の管理運営を実現

させる公園マネジメントの展開のためには、様々な立場や役割の人々から得られるたく

さんの有効な意見や情報をスムーズに反映できる体制づくりが求められる。 

・よって、公園マネジメント会議に、公園で展開される活動の分野別分科会を設け、分野

別の取り組みを行う。各分科会のメンバーは、公園マネジメント会議の構成者（行政、

指定管理者、県民、ＮＰＯ、ボランティア団体、企業、大学・研究及び関係機関等）と

各分野の専門家などのアドバイザーにより構成する。 

整 備 

 
・施工 
・改修 

県民と行政とのパー

トナーシップ、また

は、民の運営主体が

責任を持つ範囲 

行政（県、指定

管理者）が責任

を持つ範囲 

利 用 
・利用に係る情報の 
収集・整理 
・利用に係る情報の提供 
・利用機会の提供 
（イベントなど） 

・利用支援及び指導 
・利用調整 

管 理
 

・法令に基づく管理 

・組織、予算体制の管理 

・維持管理 

（施設管理、植物管理） 
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・各分科会での検討や管理運営上の提案は、組織の中枢となる「全体会」で話し合い、公

園マネジメント会議の体制づくりを進めていく。全体会には、各チームや関係者を総合

的にまとめる統括力を有したコーディネーターを配置し、県民と行政の中間的な立場で

全体会をコ－ディネ－トしていく。また、必要に応じ、エリア別の分科会を組織し、分

野別分科会や全体会との調整を図りながら、公園の開園エリア拡大に合わせたエリア毎

のマネジメントを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ボランティア活動の推進 

公園管理運営について、県民がボランティアとして参加できるシステムを構築する。ボ

ランティアを、公募・養成し、ボランティア活動が実践されていく中で、活動者自身の発

案によるイベントやプログラムの企画運営など、公園管理に自主的に関わっていくことが

できるようにする。 

ボランティアの養成については、特に、地域活動への関心が高く、豊かな社会経験を持

つシルバ－世代や団塊世代などを対象としたボランティア養成を実施し、園内フィ－ルド

を、世代間交流の場、自分の特技を生かす活動の場、生きがいづくりの場として提供する。 

 

 

③県民が主体的となる管理運営への段階的な発展 

管理運営に関する県民と行政とのパートナーシップは、短期間で構築できるものではな

く、継続的な活動実践のもとに徐々に進めていく。そして将来的には、行政主体による管

理運営から、県民と行政とのパートナーシップによる管理運営へ発展させる。  

段階ごとの取り組み内容は以下のとおりである。   

「環境」 
分科会 

公園マネジメント会議の体制モデル（案）

「子ども」 
分科会 

「日本の伝統・文化」 
分科会 

「ボランティア」 
分科会 

全体会 
（コーディネーター） 

「花づくり」 
分科会 

「健康づくりとスポ－ツ」 
分科会 

「国際・地域交流」 
分科会 

※必要に応じ「エリア別分科会」を設ける 

※分科会として示した分野については例示 

「○○○ etc…」 

分科会 

  



 
Ⅳ.整備内容 

78 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④公園マネジメント計画の策定 

公園マネジメント会議の組織体制を確立させるためには、組織のルールとなり、公園お

よび公園管理運営に関わる各要素（人、物、機能、活動、手続き等）を効果的に結合した

「公園マネジメント計画」の策定が必要である。 

基盤づくり期には、開園エリアのスケジュールと整合を図りつつ、各分科会が試行錯誤

を繰り返しながら、全体会の場でマネジメント計画を徐々に組み立てていく。 

 

 

 

 

 

 

この時期における検討により策定された計画を第１期公園マネジメント計画とし、将来

期においてもこのしくみを継続し、５年後毎を目標として、ＰＤＣＡサイクル（※１）に

よる次期マネジメント計画策定を推進していく。この計画の成熟度に応じて、公園マネジ

メント会議自体が、初期の組織形態から将来期の組織形態へと成長していく。 

※１ ＰＤＣＡサイクル 

・「Plan（計画）」「Do（実施）」「Check（点検）」「Act（是正処置）」のイニシャルをとったマネジメント手  

 法 

・県民協働のためのしくみやルール 

・多面的な公園利活用 

・プログラム運営人材育成 

・公園マネジメント会議運営 

主な内容 

■公園マネジメント計画の主な内容 

 

＜運営主体＞ ＜取り組み内容＞＜目標＞ 

・ワークショップ型公園づくり空間の整備によ 
 る計画段階からの県民参加 
・ボランティアの公募・養成・組織作り 
・県民参加の推進を目的とする講演会の実施 
・ＮＰＯ、大学、企業、専門家など公園管理運 
 営に関わってもらう諸団体の参加・協力要請 
・運営プログラム等での活動実践 

・県民の自主的な管理運営プログラムによ 
 る活動実践、情報発信 
・新規ボランティア等の継続的な募集・育成 

 
 
 

基
盤
づ
く
り
期 

将
来
期 

 ・公園での活動

を体験し、継

続的に参加し

てもらう 
 
  （５年間程度） 

 ・行政と県民との

パートナーシップ

による公園管理

運営 
 
  （６年目以降） 

■公園への県民参加のステップ 

発 展 

公園マネジメント会議

公園管理者（愛知県） 

指定管理者 

ＮＰＯ等 

公園管理者（愛知県） 
指定管理者、大学 
研究機関、企業、ＮＰＯ

県民、ボランティア団体

公園マネジメント会議
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⑤地球市民交流センターの運営・管理体制 

本公園の管理運営の中心となるのは、公園管理運営拠点である地球市民交流センターで

ある。また、地球市民交流センターは公園内における市民活動の拠点でもあり、愛・地球

博で培われた「地球市民」を継承発展させるために情報発信・体験交流する空間である。

これらの機能が最大限に発揮されるよう、運営・管理を先駆的に取り組んでいく。その運

営・管理体制の基本的な考え方は下記の通りとする。 

 

・地球市民交流センターの施設管理は県と指定管理者で行う。 

・運営については、県と指定管理者を中心に、ボランティア・ＮＰＯなどと協力しながら

行う。 

・企業や研究機関、大学との連携や、専門家からの助言を受けながら、円滑な運営を図る。 

・博覧会の理念を継承する市民活動を受け入れていく場として、博覧会の理念を基盤に活

動を発展させている団体や機関（博覧会協会継承団体、ボランティアセンター）等との

連携を図りながら、利用形態に適合したソフト・ハードの整備を進めていく。 

・地球市民交流センターは、公園マネジメント会議において関連する分科会と連携させ、

公園全体の運営を通じて、具体的な運営を実施していく。 

 

■地球市民交流センターの運営のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業  ・企業ＰＲの場 
研究機関・科学技術交流センンタ－ 
 ・最新技術紹介の場 
・研究フィ－ルドとして利活用

大学 ・教育実践フィ－ルドとして利

活用 

運営協力 
情報提供 

場の提供

公園マネジメント会議 
基本的事項について全体会で連絡調整   

専門家などのアドバイザ－

・助言、提案等 

活動内容
に応 じ た
ボランティ
アを募集

活動内容に
応じた団体
や組織を募
集 

ＮＰＯ 

ボランティア 

県・指定管理者 

【○○分科会】 

【フレンドシップ広場 
に関連する分科会】

【全体会】 

【地球市民交流センター 

に関連する分科会】 
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 ４．６ 「サスティナブル・パーク」の実現に向けて 

 

これまでにまとめてきた本公園の整備内容は、「健康で精神的な豊かと楽しさに満ち、県

民と共に成長し続ける２１世紀型の公園『サスティナブル・パーク』を目指す」という整

備・活用の目標に基づいたものである。本計画における『サスティナブル・パーク』への

取り組みとなる整備内容を以下に整理する。 

 

■県民参加を組み込み、県民とともに成長する管理運営 

○県民(県民・企業・大学など)と行政とのパートナーシップを推進するための公園マネジ

メント会議の設置。 

○施設づくりから、ソフト企画、ソフト運営管理、維持管理等、様々な面で県民参加によ

る展開に取り組む。 

・公園全体で一貫性のあるソフトプログラムテーマとして「環境と健康」と「参加と交

流」を掲げ、公園全体で、県民参加のもと、持続的な環境づくり、健康づくりにつな

がるソフト展開を進める。 

・県民が計画作りから参加する公園づくり空間を設定し、県民の意見・アイデアで空間

整備を行っていく。 

○国内外の市民ボランティア、ＮＰＯ等の国際的な連携の場となるよう整備・運営を行う。 

○豊富な知識と社会経験を持つ団塊世代が、公園での活動をきっかけに地域づくりに参加

していくことを促進する。ここでの活動を通して地域に溶け込み、地域全体へフィール

ドを広げ、参加者自身の生きがいづくりや魅力ある地域づくりにつなげていくようにす

る。 

 

■環境万博であった愛・地球博の継承 

○博覧会のテーマである環境と大交流を引き継ぐ展開整備を実現。その核となる「イデア

のひろば」を整備し、市民参加・活動交流拠点として活用する。 

○博覧会で展開された自然体感プログラムなど、地球環境を意識した日常生活につながる

ソフトプログラムを展開する。 

○愛知万博のマスコットキャラクターであり、本公園の愛称（モリコロパーク）ともなっ

ているモリゾー・キッコロを公園キャラクターとして育て活かしていくために、公園運

営の基本戦略において、モリゾー・キッコロのキャラクターを取り込んだ仕掛けを行う。 

 

■空間構成・施設計画・管理運営 

○公園の持つ存在効用（自然環境・地域特性）を考慮した施設計画を行う。 

○利用者が継続的に公園に関われるよう幅広い世代の人々が利用できる形態を目指し、広

場などは多目的なニ－ズに対応できるものとする。 
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○利活用イメージの明確化など、常に利用者からの視点を持ちながら設計、運営を行う。 

○環境に特化せず、教育と娯楽を融合させた、楽しみながら学ぶことのできる施設展開を

行う。また、環境技術は進化するため、あきさせない展示の工夫を行う。 

○参加意識を高めるため、建設プロセスを見学できる仕組みを検討する。 

○間伐材やリサイクル材の利用を推進。 

○刈り草・剪定材の園内循環の実践施設としてリサイクルセンターの設置。 

○廃棄物の分別収集や持ち帰りの推進。 

○自然エネルギーを活用した施設計画の推進。 

 

 


